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1.はじめに 

近年，日本の温泉街・温泉地ではコロナや大雨など

の災害により観光客の激減・旅館等の施設の廃業が

相次ぎ日本の温泉街は苦境に立たされている．その

ためこのような状況から，観光客増加・地域活性化の

問題が嘆かれている 1)． 

一方，全国に有数とある温泉地・温泉街にはその土

地の景観とその温泉ならではの効能で観光客の足を

度々運ばせている．その温泉街の代表景観の一つと

して挙げられる黒川温泉では，山間部という大自然

と隣り合わせの空間を最大限に利用し隣接する河川

の景観も温泉街の景観の一つとして取り込んでいる． 

その観点から温泉街の景観の中でも温泉街に隣接

する河川の景観に着目しどのような在り方が観光客

増加の糸口となるのかという河川と温泉街の景観の

モデルを明らかにする必要がある． 

本研究では，おんせん県として温泉が有名な大分

県内の温泉街に隣接する河川の景観についてアンケ

ート調査を実施し，温泉街を流下する河川のモデル

を得ることを目的とする． 

 

2.研究方法 

 研究対象は，大分県内において河川が隣接してい

る温泉街 10地点（図-1，表-1）を対象とした． 

 

図-1 研究対象温泉街位置図 

 それぞれの温泉街で河川を含む景観画像（図-2）を

撮影し，大分県在住者を対象にアンケート調査を行

い，「温泉街を流れる河川としてあなたが最も好まし

いイメージの画像を 1位から 10位まで順位をつけて

選んで下さい」との問いに回答してもらい，最も好ま

しいと思う画像と最も好ましくないと思う画像につ

いて，その理由を文章で回答してもらった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.結果と考察 

 各 

図-2 温泉街景観写真 
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表-1 研究対象温泉街と隣接する河川 

 

 

3.結果と考察 

 アンケート調査について，有効回答 は 154であっ

た．景観の順位についてとりまとめた結果を表-2に，

1位と 10位の理由のうち河川についての記述を表-3,

表-4 に示す．順位和は回答それぞれで得られた順位

の数字を足し合わせたものである． 

 1 位および 10 位を選んだ理由に川幅に関する記述

が多く見られた．10 位を選んだ理由では川幅が大き

く感じられたという意見や，逆に狭く感じたという

意見があり好みが分かれたが，1位の理由では川幅が

ほどよいという意見が多く，あまり川幅が広くない

河川を温泉にふさわしいと感じる傾向にあった．ま

た，やはり自然らしい景観が好まれているが，建物が

近いと温泉街らしいという意見もあった． 

 

表-2 景観の順位 

 

表-3 1位に選んだ理由 

 

 

表-4 10位に選んだ理由 

 

 

4.結論と今後の課題 

 アンケ－トから川幅に関する意見が多く得られた

が，今後は具体的にどの程度の川幅が好まれるかな

ど数値的な知見を得ることが課題である． 
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番号 温泉街・温泉名 隣接する河川名 水系名

① 別府紫石温泉 普通河川紫石川 二級河川新川

② 湯平温泉 花合野川 一級河川大分川

③ 湯布院温泉 大分川 一級河川大分川

④ 長湯温泉 芹川 一級河川大分川

⑤ 玖珠温泉 玖珠川 一級河川筑後川

⑥ 壁湯天然洞窟温泉 町田川 一級河川筑後川

⑦ 宝泉寺温泉 宝泉寺川 一級河川筑後川

⑧ 筋湯温泉 玖珠川 一級河川筑後川

⑨ 天ケ瀬温泉 玖珠川 一級河川筑後川

⑩ 日田温泉 玖珠川・筑後川 一級河川筑後川

順位 温泉名 順位和

1 ⑥壁湯天然洞窟温泉 647

2 ⑨天ケ瀬温泉 667

3 ⑧筋湯温泉 692

4 ⑦宝泉寺温泉 853

5 ③湯布院温泉 863

6 ④長湯温泉 873

7 ①別府紫石温泉 910

8 ②湯平温泉 954

9 ⑤玖珠温泉 969

10 ⑩日田温泉 1042

1位として選んだ理由

川と家屋の間に道があり、川の横を歩いて景色を楽しみながら温泉まで行ける
と思ったから

建物と川の距離が近いイメージがある

人の手が加えられた河川の方が私の中の温泉街としてしっくりくる

川幅と水量がちょうど良い為

川の流れも感じられて、温泉町の感じも感じられるから。川が広過ぎても狭過
ぎても風情を感じられない。

川の幅が広くて温泉街が見渡せる。川の幅がちょうどいい。

温泉の近くには川が流れているイメージが強かったから

温泉街も映っていて川も綺麗だから

山の写り具合と川で反射して映えている

水面に景色があり、空の景色は奥にいくにつれてオレンジ色の夕日があり、町
や風景の良さがわかる。

河川と温泉街が一体化していると感じたから

狭くて流れてる川の方が趣がある

やっぱり温泉は細い川のイメージがあり崖みたいなイメージがあるから。

10位として選んだ理由

水が汚そうだから

狭すぎて川に思えないから

広い川が古き良き景観を感じない

川と言うより用水路みたいなものや都会の川みたいだから
温泉街の河川は山の中の幅が広い川っていうイメージ。

大きな河川で温泉の雰囲気があまりない

温泉町の感じが全くしないから。その辺にあるただの広い川と同じ感じがする
から。

川幅が広すぎる
温泉街と一体化していない

川が狭い感じがしたから。

川が広すぎるから

川の流れる面積が少ないから。

この写真は湖のように広いと感じたので最下位にしました。

温泉街に大きい川は合わないから

浅瀬だから
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